
　
あ
き
る
野
市
は
豊
か
な
自
然
や
歴

史
に
恵
ま
れ
、
時
代
ご
と
に
そ
の
名

を
刻
む
多
く
の
偉
人
を
輩
出
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
五
日
市
地
区
を

中
心
と
し
た
偉
人
ゆ
か
り
の
地
を
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
一
緒
に

巡
り
ま
す
。
ゆ
か
り
の
地
周
辺
の
見

ど
こ
ろ
も
ご
案
内
し
ま
す
。

　
ゆ
か
り
の
人
に
想
い
を
は
せ
な
が

ら
、
秋
の
秋
川
渓
谷
周
辺
を
散
策
し

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
10
月
25
日
（土）
　
午
前
９
時

　
〜
午
後
３
時
30
分
（
小
雨
実
施
）

▽
集
合
時
間
・
場
所
　
午
前
８
時
50

　
分
、
武
蔵
五
日
市
駅

▽
コ
ー
ス
　
武
蔵
五
日
市
駅
↓
深
沢

　
家
屋
敷
跡
↓
山
抱
き
の
大
樫
↓
五

　
日
市
出
張
所
（
萩
原
タ
ケ
胸
像
・

　
五
日
市
憲
法
草
案
の
碑
）
↓
五
日

　
市
郷
土
館
↓
阿
伎
留
神
社
（
岸
忠

　
左
衛
門
胸
像
）
↓
五
日
市
ひ
ろ
ば

　
↓
勧
能
学
校
跡
地
↓
武
蔵
五
日
市

　
駅
（
解
散
）

▽
定
員
　
30
人
（
申
込
み
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
）

▽
持
ち
物
　
お
弁
当
、
飲
み
物
、
雨

　
具
、
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
な
ど

▽
参
加
費
　
30
円
（
保
険
料
）

▽
申
込
み
方
法
　
10
月
15
日
（水）
（
消

　
印
有
効
）
ま
で
に
は
が
き
（
１
枚

　
に
つ
き
１
人
）
に
、
郵
便
番
号
、

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

　
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動

　
課
ふ
る
さ
と
文
化
創
生
係
（
☎
５

　
９
５
・
１
１
３
５
）

　
軍
道
紙
は
、
東
京
都
内
に
現
存
す

る
唯
一
の
手
漉
き
和
紙
で
す
。
市
内

の
「
ふ
る
さ
と
工
房
五
日
市
」
で
地

元
の
軍
道
紙
保
存
会
に
よ
り
製
造
技

術
の
保
存
伝
承
が
行
わ
れ
、
紙
漉
き

な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
軍
道
紙
の
原
料
と
な
る
楮
の
刈
り

取
り
作
業
か
ら
軍
道
紙
を
漉
く
ま

で
、
全
工
程
を
通
し
て
軍
道
紙
づ
く

り
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日
　
11
月
15
日
・
29
日
、
12
月

　
６
日
、
平
成
27
年
１
月
10
日
・
24

　
日
、
２
月
７
日
・
21
日
、
３
月
７

　
日
の
土
曜
日
（
全
８
回
）

※
屋
外
で
の
作
業
は
、
雨
天
延
期
の

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

　
時
30
分
（
昼
食
休
憩
１
時
間
）

※
終
了
時
間
は
、
前
後
す
る
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

▽
場
所
　
ふ
る
さ
と
工
房
五
日
市

　
（
乙
津
６
７
１
、
駐
車
場
あ
り
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上

　
で
全
８
回
に
参
加
で
き
る
方
（
都

　
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
）

▽
定
員
　
10
人
（
抽
選
）

▽
講
師
　
軍
道
紙
保
存
会
会
員

▽
費
用
　
２
４
０
円
（
保
険
料
）

▽
持
ち
物
な
ど
　
弁
当
、
筆
記
用

　
具
、
作
業
し
や
す
い
服
装

▽
申
込
み
方
法
　
10
月
15
日
（水）
（
消

　
印
有
効
）
ま
で
に
は
が
き
に
「
軍

　
道
紙
づ
く
り
講
習
会
希
望
」
、
申

　
込
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

　
話
番
号
を
記
入
し
、
郵
送
し
て
く

　
だ
さ
い
。
後
日
、
結
果
を
通
知
し

　
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
観
光
ま
ち
づ

　
く
り
活
動
課
ふ
る
さ
と
文
化
創
生

　
係
（
〒
１
９
０
―
０
１
６
４
　
五

　
日
市
４
１
１
、
☎
５
９
５
・
１
１

　
３
５
）

　
市
で
は
、
「
あ
き
る
野
菅
生
の
森

づ
く
り
協
議
会
」
を
設
置
し
て
、
産

学
公
が
連
携
し
て
郷
土
の
恵
み
の
森

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
菅
生
地

区
に
残
さ
れ
た
里
山
の
再
生
を
目
指

し
て
、
下
草
刈
り
な
ど
の
里
山
の
手

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
森

と
の
親
し
み
を
感
じ
る
体
験
と
し
て

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
使
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
26
日
（日）
　
午
前
９
時

　
〜
午
後
３
時

▽
集
合
場
所
　
あ
き
る
野
市
役
所

　
（
駐
車
場
あ
り
）

▽
指
導
　
中
沢
清
さ
ん
（
西
多
摩
マ

　
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
友
の
会
代
表
）

▽
内
容
　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
ツ
ー

　
リ
ン
グ
、
里
山
の
下
草
刈
り
、
マ

　
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
ス
ク
ー
ル

※
天
候
な
ど
に
よ
り
内
容
を
変
更
す

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
所

　
有
し
て
い
る
親
子
や
ビ
ギ
ナ
ー
、

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
興
味
を
持

　
っ
て
い
る
方

▽
費
用
　
無
料

▽
持
ち
物
な
ど
　
お
弁
当
、
飲
み
物
、

　
軍
手
、
作
業
を
し
や
す
い
服
装
・

　
靴
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
（
こ
れ

　
に
準
じ
る
自
転
車
）
、
あ
れ
ば
ヘ

　
ル
メ
ッ
ト
と
プ
ロ
テ
ク
タ
ー

※
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
お
持
ち
で

　
な
い
方
に
貸
出
し
ま
す
。
数
に
限

　
り
が
あ
り
ま
す
の
で
申
し
込
み
の

　
際
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
方
法
　
10
月
17
日
（金）
ま
で

　
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
・
申
込
み
　
環
境
政
策
課

　
環
境
の
森
推
進
係
（
☎
５
９
５
・

　
１
１
２
０
）

　
横
沢
入
里
山
保
全
地
区
で
は
、
今

年
も
収
穫
の
秋
を
迎
え
、
水
田
を
管

理
・
運
営
し
て
い
る
横
沢
入
タ
ン
ボ

の
会
に
よ
る
稲
刈
を
楽
し
む
会
「
一

束
稲
刈
り
」
を
行
い
ま
す
。
例
年
の

と
お
り
田
植
え
な
ど
の
農
作
業
を
表

現
し
た
民
俗
舞
踊
（
お
わ
ら
節
）
の

披
露
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
19
日
（日）

　●

一
束
稲
刈
り
…
午
前
10
時
〜
午
後

　
２
時
（
小
雨
実
施
）

　●

民
俗
舞
踊
…
午
後
２
時
〜
３
時

　
（
小
雨
中
止
）

▽
場
所
　
横
沢
入
里
山
保
全
地
区

▽
持
ち
物
な
ど
　
弁
当
、
飲
み
物
、

　
雨
具
、
作
業
し
や
す
い
服
装
・

　
靴
、
着
替
え

▽
費
用
　
無
料

▽
そ
の
他
　
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
（
武
蔵
増
戸
駅
か
ら
徒
歩

　
20
分
）
。

▽
申
込
み
方
法
　
直
接
会
場
に
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
横
沢
入
タ

　
ン
ボ
の
会
事
務
局
　
飯
野
（
☎
５

　
９
５
・
０
７
０
８
）

あ
き
る
野
市
ゆ
か
り
の
人
探
訪

〜
五
日
市
憲
法
草
案
・

萩
原
タ
ケ
・
岸
忠
左
衛
門

　
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
〜

す

ぐ
ん
ど
う
が
み

あ
き
る
野
菅
生
の
森
づ
く
り

　
　
　
　
協
議
会
主
催
事
業

　子どものペースに合わ

せて、秋の大澄山周辺の

自然をセンス・オブ・ワ

ンダーの心でのんびり楽

しみます。

○期日　10月19日㈰　

　午前10時～11時30分

　（雨天中止）

○集合場所　草花会館

　（草花１７８１－４）

○対象　市内在住の親子

　（未就学児向けの内容

　です）

○定員　10組（申込み順）

○持ち物など　飲み物、おやつ、雨具、長袖、

　長ズボン、帽子、歩きやすい靴

※ハチ対策として、白っぽい色の服装をお勧め

　します。

○費用　１人50円（保険代含む）

○その他　終了後、昼食会をします。おさんぽ

　会の感想や子どもの様子など、参加者の皆さ

　んでおしゃべりしませんか（参加できる方は

　弁当持参）。

○申込み方法　10月２日㈭から10日㈮まで

　の間に、電話で申し込んでください。

○企画運営　あきる野市環境委員会　森のよう

　ちえん部会

○申込み・問合せ　環境政策課環境政策係（☎

　５９５－１１１０）

　多重債務とは、多数の消費

者金融などから借金をし、自

分の返済能力を超えてしまっ

たり、返済のための借金を繰

り返して返済が困難になった

状態のことです。多重債務は

「債務整理」によって解決で

きます。

○債務整理には４つの方法が

　あります

①任意整理…裁判所を通さず、

　弁護士などが債権者と話し

　合い、利息の再計算や返済

　方法の見直しをする方法

②特定調停…債務者が簡易裁

　判所に申し立て、裁判所の

　調停により、利息の再計算

　や返済方法の見直しをする

　方法

③個人再生手続…債務者が地

　方裁判所に申し立て、借金

　の一部を３年程度で支払う

　ことを条件に、残りの借金

　を免除してもらう方法

④自己破産…債務者が地方裁

　判所に申し立て、生活を支

　えるための自由財産として

　認められる額を超えた財産

　があれば債権者に分配し、

　残りの借金は全額免責して

　もらう方法

○解決のためにまずは相談を
　●多重債務に陥ったら、でき

　るだけ早く専門の機関に相

　談することが必要です。
　●債務者が弁護士などに債務

　整理を依頼し受任されると、

　貸金業者による取り立ては

　法律により禁止されるため、

　止まります。なお、貸金業

　者から「家族なら払え」と

　言われても、借金の保証人

　や連帯保証人になっていな

　ければ支払い義務はありま

　せん。
　●消費生活相談窓口では、多

　重債務に陥った方の状況を

　伺い、適切な専門機関を案

　内します。

○あきる野市消費生活相談窓

　口　契約に関するトラブル

　や悪質商法など、消費生活

　に関して困ったときは、一

　人で悩まずに気軽にご相談

　ください。電話でも相談に

　お答えします。
　●開設日時…毎週月曜・木曜

　日　午前９時～午後４時（正

　午～午後１時を除く）

※予約の必要はありません。
　●場所…市役所１階市民相談

　室

※月曜・木曜日以外でお急ぎ

　のときは、東京都消費生活

　総合センターにご相談くだ

　さい。

○東京都消費生活総合センタ

　ー
　●開設日時…毎週月曜日～土

　曜日　午前９時～午後５時
　●消費生活相談・多重債務相

　談…☎０３－３２３５－１

　１５５

こ
う
ぞ


